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Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件
このドキュメントには、Cisco Unity Connectionバージョン 14システムの要件が記載されてい
ます。これには次のセクションが含まれます。

ハードウェア要件

• Cisco Unity Connectionの仕様を満たすサーバ。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlの「Cisco Unity Connection 14対

応プラットフォームリスト」を参照してください。

サポートされていないプラットフォームにバージョン 14をイン
ストールしようとする場合、Unity Connectionはインストールプロ
グラムの [製品展開の選択]ウィンドウのオプションとして表示さ
れません。「Cisco Unity Connection 14対応プラットフォームリス
ト」の「Unity Connection対応サーバー」項のサーバー固有表を参
照すると、プラットフォームの仕様（特にメモリとプロセッサの

速度）を確認できます。

注意

• Unity Connection 14は仮想サーバにのみインストールできます。以前のバージョンのUnity
Connectionからアップグレードする場合、または Cisco Unityから Unity Connection 14に移
行する場合は、既存のサーバを仮想マシンと置き換える必要があります。物理サーバーか

ら仮想サーバーへの移行に関する詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/install_upgrade/guide/b_14cuciumg.htmlの「Cisco Unity Connection
向けインストール、アップグレードおよびメンテナンスガイド、リリース 14」の「Cisco
Unity Connectionサーバーの維持管理」章「Cisco Unity 4.x以降から Unity Connection 7.x以
降に移行」項を参照してください。

• Unity Connectionネットワーク、Unity Connectionクラスター、または単一受信箱などの機
能を追加する場合、その機能をサポートするために、Unity Connectionサーバにハードディ
スクを交換するか、メモリを追加する必要があるかもしれません。詳細については、

「Cisco Unity Connection 14サポート対象プラットフォームのリスト」の該当するサーバ固
有の表を参照してください。
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•サポートされている仮想プラットフォームのリストは、「Cisco Unity Connection 14対応プ
ラットフォームリスト」に一覧されています。

ソフトウェア要件

このセクションには次の情報が含まれます:

ソフトウェア要件-Unity Connection Server
Unity Connectionソフトウェアおよび必要なサードパーティソフトウェアは、Unity Connection
のセットアップによってインストールされます。

ソフトウェア要件—管理者ワークステーション(UnityConnectionおよびUnityConnection
SRSV)

Unity ConnectionおよびUnity Connection SRSVサーバのウェブアプリケーションにアクセスす
るには、オペレーティングシステムとウェブブラウザが、インストールする Unity Connection
のバージョンと互換性がある必要があります。表1は、サポートされているオペレーティング
システムとブラウザの組み合わせを示しています。

表 1 : Unity Connectionおよび Unity Connection SRSVの管理者ワークステーションでサポートされるオペレーティングシ
ステムとブラウザ

管理者ワークステーションのブラウザ管理者ワークステーション上のオペレーティ

ングシステム

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS 10.15 (macOS Catalina)

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS X 11.0.1 (macOS Big Sur)

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

• Edge

Microsoft Windows 10 (32ビットおよび 64ビッ
ト)

•エンタープライズ

•プロフェッショナル

Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件
2

Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件

ソフトウェア要件

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html


管理者ワークステーションのブラウザ管理者ワークステーション上のオペレーティ

ングシステム

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

Microsoft Windows 8.1 (32ビットおよび 64ビッ
ト)

•エンタープライズ

•標準

•プロフェッショナル

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

Microsoft Windows 7 (32ビットおよび 64ビッ
ト)

•エンタープライズ

•標準

•プロフェッショナル

Cisco Unity Connectionの管理 (CUCA)は IPv4と IPv6の両方でサポートされるようになりまし
た。ただし、IPv6で CUCAにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームをデュア
ル IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

CentOSでは、IPv6アドレスは DNS経由でのみサポートされます。

（注）

サポートされているオペレーティングシステムとブラウザの詳細については、『Compatibility
Matrix: Cisco Unity Connection』および『ユーザワークステーションでのソフトウェアガイド』
(
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

ソフトウェア要件 -ユーザワークステーション
•ユーザのワークステーションのオペレーティングシステムとウェブブラウザは、インス
トールする Unity Connectionのバージョンと互換性があり、ユーザが Ciscoパーソナル通
信アシスタントから Unity Connectionウェブツールにアクセスできるようにする必要があ
ります。 Cisco Unity Connectionの互換性マトリックス (
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

• Microsoft Outlook用Cisco Unity Connection ViewMailを使用している場合、ViewMailのバー
ジョンは、インストールする Unity Connectionのバージョンと互換性がある必要がありま
す。
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• IMAPメールアプリケーションを使用して Unity Connectionボイスメッセージにアクセス
する場合、メールアプリケーションはインストールする Unity Connectionのバージョンと
互換性がある必要があります。

電話システムの連携の要件

Unity Connectionは Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified Communications
Manager Expressと統合できます。

さらに、Unity Connectionが統合された Cisco Unified CMは、Survivable Remote Site Telephony
（SRST）モードまたは Cisco IOSプラットフォームにインストールされた SRSTの Cisco
Unified CM Expressのリモートサイトでの使用をサポートします。

Cisco Unified CMおよび Cisco Unified CM Expressのサポートされているバージョンについて
は、『Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection』(
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

• SIPトランクは、PIMG/TIMG統合でも参照できます。 PIMG/TIMG統合の詳細について
は、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.html
の該当する Cisco Unity Connection統合ガイドを参照してください。

Unity接続の PIMG/TIMG連携は、Dialogic® 1000および 2000メ
ディアゲートウェイシリーズのバージョン 6.0、SU10をサポー
トします。

（注）

• Unity Connectionはまた、他のサポートされている電話システムおよび同時に複数の電話
システムと連携することもできます。他のサポートされている電話システムの詳細につい

ては、次の場所にある適切なCisco Unity Connectionインテグレーションガイドを参照して
ください http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.html。

ライセンス要件

Unity Connectionでは、Unity Connectionのライセンスは Cisco Smart Software Manager (CSSM)
によって管理されます。以下は、CSSMと組み合わせて Unity Connectionによってサポートさ
れるライセンスタグです。

• CUC_BasicMessaging:以下の Unity Connection機能を使用できるようになります。

• Unity Connectionおよび Exchangeメールボックスの同期化 (単一の受信箱)

•ミーティングのカレンダー情報
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•連絡先情報を交換する

•サイト内/サイト間ネットワーキング

• HTTPSネットワーク

• VPIMネットワーキング

•パーソナル着信転送ルール

• Unity Connectionメールボックスを持つユーザ

•音声メッセージへの IMAPまたはシングルインボックスのアクセス権があるユーザー

•録音長

•電話インタフェース (TUI)

•ミニウェブ受信箱

• Web Inbox

• Microsoft Outlook用 Cisco Unity Connection ViewMail 11.5 (1)以降

• IMAPメールクライアント

• Cisco Mobileおよび Cisco Unified Mobile Communicator

• Cisco Unified Messagingと IBM Lotus Sametime

•ビジュアルボイスメール

• RSSリーダー

• Cisco Unity Connectionの電話ビュー

•ビデオグリーティングとメッセージング

•テナントのパーティショニング

• SAMLシングルサインオン

• CUC_SpeechView: SpeechView標準の文字起こしサービスの使用を許可します。

• CUC_SpeechViewPro: SpeechView業務用議事録サービスの使用を許可します。

• CUC_SpeechConnectPort: Speech Connectおよび音声認識機能の使用を許可します。

• CUC_EnhancedMessaging: Unity Connection SRSV機能をBasicメッセージ機能と共に使用で
きるようにします。

• CUC_SpeechConnectGuestUser:ローカル連絡先の最大数、および非Unity Connectionサーバ
から作成された VPIM連絡先を指定することができます。

Unity Connectionには、仮想アカウントからライセンスまたは資格を予約し、製品インスタン
スに関連付けることができる特定のライセンスの予約機能が用意されています。製品インスタ
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ンスは、使用情報を CSSMに通信しなくても、予約されたライセンスを使用できます。特定
のライセンスの予約モードでは、Unity Connectionは次のライセンスタグをサポートします。

• CUC_BasicMessaging
• CUC_SpeechConnectPort
• CUC_EnhancedMessaging

ユニファイドメッセージング機能を使用するための要件

以下は、Unity Connectionを統合してユニファイドメッセージングを有効にすることができる、
サポートされているメールサーバです。

1. Microsoft Exchange 2019および 2016サーバ。
2. Microsoft Office 365。
3. Gmailサーバ。

次のバージョンのMicrosoft Exchangeサーバがサポートされています。

• Exchange Server 2019累積更新プログラム 14以前。

• Exchange Server 2016累積更新プログラム 23以前。

ユニファイドメッセージングの要件は以下のとおりです。

ユニファイドメッセージングの要件: Unity Connectionとサポートされているメール
サーバの同期 (単一受信箱)

• Microsoft Exchange 2016、2019サーバを Unity Connectionと統合して、Unity Connectionの
ボイスメッセージと Exchangeサーバ上のユーザのメールボックスを同期することができ
ます。 Unity ConnectionとMicrosoft Exchangeの統合に関する詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_
14cucumgx.htmlの「Cisco Unity Connectionリリース 14向け Unified Messagingガイド」の
「Unified Messagingの構成」章「Exchange 2016または Exchange 2019を使用した Unified
Messagingの構成向けタスクリスト」項を参照してください。

• Microsoft Office 365を Unity Connectionと統合して、Unity Connectionのボイスメッセージ
とMicrosoft Office 365上のユーザのメールボックスを同期させることができます。これ
は、Microsoftが提供するクラウドでホストされるコラボレーションソリューションです。
Microsoft Office 365を使えば、どこからでもメールやカレンダーにアクセスできます。
Unity ConnectionとMicrosoft Office 365統合の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlの
「Cisco Unity Connectionリリース 14向け Unified Messagingガイド」の「Unified Messaging
の構成」章「Office 365を使用した Unified Messagingの構成向けタスクリスト」項を参照
してください。

• GmailサーバをUnity Connectionと統合して、Unity ConnectionのボイスメッセージとGmail
サーバ上のユーザのメールボックスを同期することができます。 Google Cloudの Google
Workspaceサービスにアクセスするには管理アカウントが必要です。 Unity Connectionと
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Gmailサーバーの統合に関する詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlの「Cisco Unity Connection

リリース 14向け Unified Messagingガイド」の「Unified Messagingの構成」章「Google
Workspaceを使用した Unified Messagingの構成向けタスクリスト」項を参照してくださ
い。

• ExchangeサーバおよびActive Directoryドメインコントローラー/グローバルカタログサー
バ (DC/GC)は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想化環境にインストール
できます。 (Ciscoはメッセージストアサーバまたは DC/GCのテクニカルサポートを提
供しません。)

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワーク構成に保存することができます。（Ciscoはメッセージストアサーバー
に関するテクニカルサポートは提供していません。）

• Exchangeクラスタがサポートされています。

•複数のフォレストの Exchangeサーバにアクセスするには、各フォレストに少なくとも 1
つのユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。 Unity Connection
は、Unity Connectionサーバごとに最大 20のユニファイドメッセージングサービスをサ
ポートします。

•各 Unity Connectionサーバーの音声メッセージングポート数に応じて、接続のパスには、
定常状態のふくそうがなく、次の帯域幅が保証されている必要があります

•各サーバの 50個のボイスメッセージポート—7 Mbps

•各サーバの 100個のボイスメッセージポートの場合 - 14 Mbps

•各サーバの 150個のボイスメッセージポートの場合 - 21 Mbps

•各サーバーの音声メッセージングポートが 200の場合 － 28 Mbps

•各サーバーの音声メッセージングポートが 250の場合 － 35 Mbps

上記の帯域幅の数値は、メールボックス同期の適切な操作を保証するためのガイドラインとし

て意図されています。 Unity Connectionクラスタの帯域幅の要件については、Unity Connection
クラスタの要件を参照してください。ネットワークの混雑、CPU使用率、メッセージサイズ
などの他の条件により、スループットが予想よりも低くなる可能性があります。呼制御および

通話品質要件は、上記のガイドラインに追加され、

http://www.cisco.com/en/US/solutions/ns340/ns414/ns742/ns818/landing_uc_mgr.htmlの該当するCisco
Unified Communications SRNDで記載されている帯域幅の推奨事項を使用して計算する必要が
あります。

• 2000人のユーザーと 80ミリ秒の Unity Connectionと Exchangeサーバー間の往復遅延の場
合は、デフォルトの Unity Connection構成で十分です。 2000を超えるユーザおよび/また
は 80ミリ秒を超える遅延については、デフォルトの構成を変更できます。詳細について
は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/design/guide/b_
14cucdg.htmlの「Unity Connectionリリース 14向け設計ガイド」の「Single Inbox」章「レ
イテンシ」項を参照してください。
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•ユーザは、単一受信箱の使用が有効になっているサービスクラスに割り当てられる必要が
あります。

•単一受信箱に設定された各ユーザーの場合は、ユーザーの Exchangeメールボックスにア
クセスするように設定されたメールクライアント。シングルインボックスのすべての機能

を利用するには、Microsoft Outlookを使用し、Cisco ViewMail for Microsoft Outlookをイン
ストールすることを推奨します。 ViewMail for Outlookは次の場合に必要です:

• Outlookを使用して、セキュリティで保護されたUnity Connection音声メッセージを確
認する。

• Outlookを使用して、同期された音声メッセージを作成、返信、または転送する。

他のメールクライアントを使用して ExchangeのUnity Connectionボイスメッセージにアクセス
できますが、ユーザは ViewMail for Outlookが提供する機能を利用できなくなります。

Outlookに対するUnity Connectionのサポートについての情報は、Cisco Unity Connection Microsoft
Outlook版 ViewMailを使用してボイスメッセージにアクセスするための要件。

•単一の受信箱とSpeechViewの文字起こしが構成されているユーザの場合、Exchangeのメッ
セージは、文字起こしされたテキストで更新されません。トランスクリプションを含む通

知メッセージを送信するように Unity Connectionを設定できます。

•メッセージの有効期限と単一受信箱が設定されている場合、.wavファイルは Exchangeの
メッセージから削除されません。 Unity Connectionのボイスメッセージは引き続きユーザ
のメールボックスから削除され、ユーザに「このメッセージは期限切れです」と知らせる

録音に置き換えられます。

IPv4および IPv6上のシングル受信箱は、Exchange、Microsoft Office 365、Gmailサーバでサポー
トされています。

（注）

Unified Messaging要件：SpeechViewトランスクリプション
ボイスメッセージの議事録を提供する SpeechView機能は、Unity Connectionでサポートされて
います。

• Unity ConnectionはMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョンと統合され
ています。

• Gmailサーバと統合された Unity Connectionは SpeechView機能をサポートします。

Microsoft Business Productivity Online Suiteはサポートされていません。

• ExchangeサーバおよびActive Directoryドメインコントローラー/グローバルカタログサー
バ (DC/GC)は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想化環境にインストール
できます。 (Ciscoはメッセージストアサーバまたは DC/GCのテクニカルサポートを提
供しません。)
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• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワーク構成に保存することができます。（Ciscoはメッセージストアサーバー
に関するテクニカルサポートは提供していません。）

• Exchangeクラスタがサポートされています。

•複数のフォレストの Exchangeサーバにアクセスするには、各フォレストに少なくとも 1
つのユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

（14 SU4前のリリースに適用）詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlの「Cisco Unity Connectionリリース 14

向けシステムアドミニストレーションガイド」の「SpeechView」章を参照してください。

（Release 14 SU4以降に適用）詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlの「Cisco Unity Connectionリリース 14

のシステムアドミニストレーションガイド」の「SpeechView Cisco Webex社内トランスクリ
プションサービス」章を参照してください。

（注）

Unity Connectionの要件については、 SpeechViewトランスクリプションを使用するための要
件。

Unified Messaging要件：テキスト読み上げを使用して Exchangeメールメッセージに
アクセスする

• Unity ConnectionはMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョンと統合され
ています。

• Unity Connectionで設定されたMicrosoft Office 365メールはサポートされています。

• ExchangeサーバおよびActive Directoryドメインコントローラー/グローバルカタログサー
バ (DC/GC)は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想化環境にインストール
できます。 (Ciscoはメッセージストアサーバまたは DC/GCのテクニカルサポートを提
供しません。)

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワーク構成に保存することができます。（Ciscoはメッセージストアサーバー
に関するテクニカルサポートは提供していません。）

• Exchangeクラスタがサポートされています。

•複数のフォレストの Exchangeサーバにアクセスするには、各フォレストに少なくとも 1
つのユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。
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テキスト読み上げ機能は、IPv4および IPv6の両方のExchangeサー
バでサポートされます。ただし、IPv6で音声テキストにアクセス
するには、Unity Connectionプラットフォームをデュアル IPv4/IPv6
モードで設定する必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、「テキスト読み上げを使用して Exchangeメールメッセー
ジにアクセスするための要件（18ページ）」を参照してください。

ユニファイドメッセージング要件:ミーティングのカレンダー情報へのアクセス
カレンダー情報のためにサポートされているアプリケーションと統合された Unity Connection:

• Exchangeカレンダーにアクセスする際、Unity Connectionは、Microsoft Exchange Serverの
サポートされているバージョンと統合されます。

• Unity Connectionで設定されたMicrosoft Office 365カレンダーがサポートされています。

• ExchangeサーバおよびActive Directoryドメインコントローラー/グローバルカタログサー
バ (DC/GC)は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想化環境にインストール
できます。 (Ciscoはメッセージストアサーバまたは DC/GCのテクニカルサポートを提
供しません。)

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワーク構成に保存することができます。（Ciscoはメッセージストアサーバー
に関するテクニカルサポートは提供していません。）

• Exchangeクラスタがサポートされています。

•複数のフォレストの Exchangeサーバにアクセスするには、各フォレストに少なくとも 1
つのユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

Exchangeサーバでは、カレンダーへのアクセスは IPv4および IPv6
の両方でサポートされています。ただし、IPv6経由でカレンダー
にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームをデュア
ル IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、「ミーティングのカレンダー情報にアクセスするための
要件（19ページ）」を参照してください。

ユニファイドメッセージングの要件: Exchange連絡先情報へのアクセス
Exchangeの連絡先は Unity Connectionにインポートできます。これにより、ユーザは音声コマ
ンドを使用して発信を行い、連絡先情報に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できま

す。
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• Unity ConnectionはMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョンと統合され
ています。

• ExchangeサーバおよびActive Directoryドメインコントローラー/グローバルカタログサー
バ (DC/GC)は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想化環境にインストール
できます。 (Ciscoはメッセージストアサーバまたは DC/GCのテクニカルサポートを提
供しません。)

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワーク構成に保存することができます。（Ciscoはメッセージストアサーバー
に関するテクニカルサポートは提供していません。）

• Exchangeクラスタがサポートされています。

•複数のフォレストの Exchangeサーバにアクセスするには、各フォレストに少なくとも 1
つのユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

• Unity Connectionで設定されたMicrosoft Office 365連絡先はサポートされています。

連絡先へのアクセスは、Exchangeサーバで IPv4および IPv6の両
方でサポートされています。ただし、IPv6経由で連絡先にアクセ
スするには、Unity Connectionプラットフォームをデュアル
IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、「Exchangeの連絡先情報にアクセスするための要件（20
ページ）」を参照してください。

ビデオメッセージングを使用するための要件

Cisco Media Senseの生産が終了し、サポートが終了するため、Unity Connectionはユーザーに
ビデオメッセージ機能を提供しなくなります。Cisco Media Sense EOLの詳細については、
「https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/customer-collaboration/mediasense/
eos-eol-notice-c51-738857.html」を参照してください。

（注）

• Unity Connectionは、サポートされているバージョンの Cisco MediaSenseプライマリノー
ドと統合されている必要があります。 Cisco MediaSenseクラスタはサポートされていませ
ん。

• Unity Connectionユーザには、ビデオパラメータが有効になっているサービスクラスが割
り当てられている必要があります。

• Unity Connectionは IPv4モードでのみ構成されます。

• Unity Connectionはビデオコールで次のコーデックをサポートします
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• H.264ビデオコーデック

• G.711ulaw音声コーデック

•ビデオメッセージングおよびビデオグリーティングは、Cisco Unified Communications
Managerとの SIP統合でのみサポートされています。

•プライマリ DNSサーバの応答遅延は 500ミリ秒を超えてはなりません。

• MediaSenseサーバは、サーバ間の 1 Gbps接続と 10ms未満の往復時間 (RTT)遅延を持つ
Unity Connectionサーバと同じ場所に配置する必要があります。

音声認識機能を使用するための要件

• Cisco Smart Software Manager (CSSM)の必須ライセンスを持っている必要があります。

•ユーザは、音声認識の使用が有効なサービスクラスに割り当てられる必要があります。

•電話システムは、G729aを除くサポートされている音声コーデックのいずれかで、通話を
Unity Connectionに送信するように構成する必要があります。 G.729a音声コーデックは音
声認識機能ではサポートされていません。

Remote Message Monitorは、すべてのエンドポイント (着信、
Unity、および発信)が同じコーデックを使用している場合にのみ
サポートされます。

（注）

SpeechViewトランスクリプションを使用するための要件
ボイスメッセージの議事録を提供する SpeechView機能は、Unity Connectionでサポートされて
います。

• Unity Connectionは Ciscoスマートソフトウェアマネージャ（CSSM）または Ciscoスマー
トソフトウェアマネージャサテライトに登録されている必要があり、SpeechViewサービ
スを使用するには適切なライセンスが必要です。

• (14 SU4以降のリリースが対象) Unity Connectionサーバが Cisco Webex Cloud-Connected UC
でオンボードされている必要があります。

•「SpeechViewボイスメールのトランスクリプト」サービスは、Cisco Webex Cloud-Connected
UCのサービス管理ページで有効にする必要があります。
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「SpeechViewボイスメールの音声テキスト」サービスオプショ
ンは、Unity Connectionサーバが Release 14 SU4以降で実行されて
いる場合、Cisco Webexクラウド接続型UCでのみ表示されます。

（注）

•ユーザは、音声メッセージの SpeechView文字起こしを使用するために有効なサービスク
ラスに割り当てられる必要があります。

SpeechView Cisco Webex社内トランスクリプションサービスは Unity Connectionの IPアドレス
構成のみではサポートされていないため、ドメインネームサーバー（DNS）がUnity Connection
で構成されていることを確認してください。

（注）

Unity Connectionのスピーチビューの文字起こしの要件については、 Unified Messaging要件：
SpeechViewトランスクリプション（8ページ）

Cisco PCAから Unity Connectionウェブツールにアクセスするため
の要件

Messaging Assistant Webツール

•ユーザには、Messaging Assistantの使用が有効なサービスクラスが割り当てられている必
要があります。

•ユーザのワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびウェ
ブブラウザ。 Cisco Unity Connectionの互換性マトリックス (
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

Web受信トレイWebツール

•ウェブ受信箱および RSSフィードを使用するには、サービスクラスがユーザに割り当て
られている必要があります。

•ユーザのワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびウェ
ブブラウザ。 Cisco Unity Connectionの互換性マトリックス (
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

パーソナル着信転送ルールWebツール

• Unity Connectionは、サポートされているバージョンのCisco Unified Communications Manager
電話システムと統合されている必要があります。 (Cisco Unified Communications Manager
Expressはサポートされていません。)
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•ユーザーは、パーソナル着信転送ルールWebツールの使用が有効化サービスのクラスに
割り当てる必要があります。

•ユーザのワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびウェ
ブブラウザ。 Cisco Unity Connectionの互換性マトリックス (
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

Cisco Personal Communications Assistant (CPCA)が IPv4と IPv6の
両方でサポートされるようになりました。ただし、IPv6で Cisco
PCAにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームを
デュアル IPv4/IPv6モードで構成する必要があります。

（注）

ウェブ受信箱を使用してボイスメッセージにアクセスするための

要件

•ウェブ受信箱および RSSフィードを使用するには、サービスクラスがユーザに割り当て
られている必要があります。

•ユーザのワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびウェ
ブブラウザ。 Cisco Unity Connectionの互換性マトリックス (
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

ウェブ受信箱は IPv4と IPv6の両方でサポートされるようになり
ました。ただし、IPv6経由でウェブ受信箱にアクセスするには、
Unity Connectionプラットフォームをデュアル IPv4/IPv6モードで
設定する必要があります。

（注）

警告:

Internet Explorerは、ウェブ受信箱を使ったボイスメッセージの再生機能をサポートしてい
ません。

Mini Web Inboxを使用して音声メッセージにアクセスするための
要件

• Mini Web Inboxからメールで通知にアクセスしたり、音声メッセージにアクセスしたりで
きるように、認証局の信頼できる証明書がユーザーのワークステーションの信頼された
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ルートストアに追加されていることを確認します。 Unity Connectionで信頼できる証明書
を構成する方法については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/security/guide/b_14cucsecx.htmlの「Cisco Unity Connection向けセキュリティガイド、リ

リース14」の「セキュリティで保護されたクライアント/サーバー接続にSSLを使用する」
章「Unity Connection Administration、Cisco PCA、Unity Connection SRSV、Unity Connection
への IMAPクライアントアクセスをセキュリティで保護する」項を参照してください。

•ユーザのワークステーションで HTML通知を構成する手順を必ず実行してください。
HTML通知の設定方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/user_setup/guide/b_14cucuwsx.htmlの「Cisco Unity Connectionリリース

14向けユーザーワークステーション設定ガイド」の「Cisco Unity Connection音声メッセー
ジへのアクセスにメールアカウントを構成する」章「HTMLベースメッセージ通知に対し
て Unity Connectionを構成する」項を参照してください。

•ユーザのワークステーションでMiniウェブ受信箱を設定する手順を必ず実行してくださ
い。Mini Web Inboxの設定方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/user_setup/guide/b_14cucuwsx.htmlの「Cisco Unity Connection

リリース 14向けユーザーワークステーション設定ガイド」の「Cisco Unity Connection音
声メッセージへのアクセスにメールアカウントを構成する」章「Mini Web Inboxに対して
Unity Connectionを構成する」項を参照してください。

•コンピュータでの音声再生

• Mozilla Firefoxは、HTML 5 Audio（.wav形式）を使用してMini Web Inboxで音声メッ
セージを再生します。

•コンピュータでの音声録音

警告:

• MAC OS上 - MAC OS上の録音は、電話による録音と再生の機能のみでサポートされてい
ます。コンピュータベースの録音には対応していません。

ユーザのワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムとウェブブラウ

ザについては、「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html

Miniウェブ受信箱は IPv4と IPv6の両方に対応しています。ただし、IPv6経由でMiniウェブ
受信箱にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームをデュアル IPv4/IPv6モードで
構成する必要があります。

（注）
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Cisco Unity Connection Microsoft Outlook版ViewMailを使用してボイ
スメッセージにアクセスするための要件

• IMAPユーザのみ:ユーザは、IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセス
できるサービスクラスに割り当てられる必要があります。

• IMAPユーザーのみ：ユーザーは、Unity Connection音声メッセージにアクセスするため
に、Outlookで構成されたメールアカウントを保持している必要があります。

•シングル受信箱ユーザのみ:ユーザはOutlookでExchangeメールアカウントを持ち、Exchange
メールボックスを参照している必要があります。

•ユーザーワークステーションのOutlookバージョンおよびオペレーティングシステムの使
用向けにサポートされている ViewMail for Outlookバージョン。 IMAPメールクライアン
トを使用してUnity Connectionボイスメッセージにアクセスするための要件（16ページ）
を参照してください。

ワークステーションおよびその他のソフトウェア関連の要件、インストールとアップグレード

の情報については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.htmlの
「Cisco ViewMail for Microsoft Outlookに関するリリースノート」を参照してください。

Microsoft Outlook版Cisco Unity Connection ViewMailはシングルサインオン機能に対応していま
す。

Microsoft Outlook (VMO)向け Cisco Unity Connection ViewMailが、IPv4と IPv6の両方でサポー
トされています。ただし、IPv6経由で IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにア
クセスするには、Unity Connectionプラットフォームをデュアル IPv4/IPv6モードで設定する必
要があります。

（注）

IMAPメールクライアントを使用して Unity Connectionボイスメッ
セージにアクセスするための要件

•ユーザは、IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセスできるサービスク
ラスに割り当てられる必要があります。

•ユーザのワークステーションでサポートされている IMAPメールクライアント。 Cisco
Unity Connectionの互換性マトリクス
（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html）
を参照してください。

•ユーザのワークステーションのサウンドカード、スピーカー、およびメディアプレーヤー。

Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件
16

Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件

Cisco Unity Connection Microsoft Outlook版 ViewMailを使用してボイスメッセージにアクセスするための要件

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html


IMAPクライアントを使用したUnity Connection音声メッセージへ
のアクセスは、IPv4と IPv6の両方でサポートされるようになり
ました。ただし、IPv6経由で IMAPクライアントを使用してボイ
スメッセージにアクセスするには、UnityConnectionプラットフォー
ムをデュアル IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

（注）

Cisco Unified Personal Communicatorを使用して Unity Connectionボ
イスメッセージにアクセスするための要件

•ユーザは、統合クライアントを使用してボイスメッセージにアクセスできるサービスクラ
スに割り当てられる必要があります。

•ユーザのワークステーションでサポートされているバージョンの Cisco Unified Personal
Communicator。 Cisco Unity Connectionの互換性マトリクス
（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html）
を参照してください。

ワークステーション、システム、およびその他のソフトウェア関連の要件については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-personal-communicator/products-release-notes-list.html
の「Cisco Unified Personal Communicatorのリリースノート」を参照してください。

• Cisco Unified Personal Communicator 8.xは Unity Connectionによるセキュアなメッセージン
グをサポートしています。

• Cisco Unified Personal Communicatorバージョン 8.0以降は IMAP IDLEをサポートしていま
す。

Cisco Jabberにアクセスするための要件
Unity Connectionはクライアントとして Cisco Jabber 12.0 (1)以降をサポートします。

オペレーティングシステムでのCisco Jabberの詳細については、次の場所にあるWindowsのリ
リースノートを参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
jabber-windows/tsd-products-support-series-home.html。

Macintoshのリリースノートは次の場所にあります https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-mac/tsd-products-support-series-home.html。

Cisco Webexへのアクセス要件
Unity Connectionは Cisco Webexをクライアントとしてサポートします。
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オペレーティングシステムでの Cisco Webexの詳細については、次のWindowsリリースノー
トを参照してください。 https://help.webex.com/en-us/mqkve8/Webex-Release-Notes

Macintoshの場合は、https://help.webex.com/en-us/mqkve8/Webex-Release-Notes#sprk_2022796の
リリースノートを参照してください。

ビジュアルボイスメールを使用して Unity Connectionボイスメッ
セージにアクセスするための要件

このセクションには次の情報が含まれます:

•サポートされている Cisco Unified IP Phoneのモデル。 (「ビジュアルボイスメール」のリ
リースノートの「システム要件」の「Cisco Unified IP Phoneの要件」を参照してくださ
い。)

サーバと電話のファームウェア要件、およびビジュアルボイスメールの使用に関するその他の

情報については、該当するビジュアルボイスメールのリリースノート (
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9929/prod_release_notes_list.html)を参照してください。

RSSリーダーを使用して Unity Connectionボイスメッセージにアク
セスするための要件

•ユーザには、メッセージング受信箱および RSSフィードを有効にするサービスクラスが
割り当てられている必要があります。

•ユーザのワークステーションのサウンドカード、スピーカー、およびメディアプレーヤー。

RSSフィードは IPv4と IPv6の両方に対応しました。ただし、
IPv6でRSSフィードにアクセスするには、Unity Connectionプラッ
トフォームをデュアル IPv4/IPv6モードで設定する必要がありま
す。

（注）

テキスト読み上げを使用してExchangeメールメッセージにアクセ
スするための要件

• Microsoft Exchange Serverの対応バージョンと統合された Unity Connection：

•サポート対象のWindowsドメイン構成の Exchangeサーバー。表 2 :サポートされている
ExchangeおよびWindowsドメイン構成に示します。
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表 2 :サポートされている ExchangeおよびWindowsドメイン構成

サポートされているWindowsドメイン構成Exchangeの構成

• ExchangeサーバはWindows Server 2008、または 2012ドメイ
ンコントローラー/グローバルカタログサーバです。

• Exchange serverはWindows Server 2008または 2012メンバー
サーバです。

Exchangeサーバー 2019で実
行中の 1つの

• ExchangeサーバはWindows Server 2008、または 2012ドメイ
ンコントローラー/グローバルカタログサーバです。

• Exchange serverはWindows Server 2008または 2012メンバー
サーバです。

1つのサーバで Exchange
Server 2016が実行されている

• Unity Connectionサーバと Exchangeサーバは同じローカルエリアネットワーク内に存在す
る必要があります。

Unity Connectionの要件については、「Unified Messaging要件：テキスト読み上げを使用して
Exchangeメールメッセージにアクセスする（9ページ）」を参照してください。

Exchangeサーバ上のテキスト読み上げは、IPv4と IPv6の両方でサポートされるようになりま
した。ただし、IPv6でテキスト読み上げにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォー
ムをデュアル IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

（注）

ミーティングのカレンダー情報にアクセスするための要件

カレンダー情報のためにサポートされているアプリケーションと統合された Unity Connection:

Unity Connectionの要件については、10ページのユニファイドメッセージング要件:ミーティン
グのカレンダー情報へのアクセス項を参照してください。

Exchangeサーバでは、カレンダーへのアクセスは IPv4および IPv6の両方でサポートされてい
ます。ただし、IPv6経由でカレンダーにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォー
ムをデュアル IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

（注）
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Exchangeの連絡先情報にアクセスするための要件
Exchangeの連絡先は Unity Connectionにインポートできます。これにより、ユーザは音声コマ
ンドを使用して発信を行い、連絡先情報に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できま

す。

•サポートされているバージョンのMicrosoft Exchange Serverと統合された Unity Connection
が必要です。

Unity Connection 14の要件については、「ユニファイドメッセージングの要件: Exchange連絡
先情報へのアクセス（10ページ）」を参照してください。

連絡先へのアクセスは、Exchangeサーバで IPv4および IPv6の両方でサポートされています。
ただし、IPv6経由で連絡先にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームをデュア
ル IPv4/IPv6モードで設定する必要があります。

（注）

Unity Connection Phone Viewの要件
• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Manager電話システムのサポートされて
いるバージョンと統合されています。サポートされているバージョンについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「統合タイプに応じたCisco Unity Connectionの互換性マトリックス」を参照してくださ
い。

•サポート対象の Cisco Unified Communications Managerバージョンのファームウェアがイン
ストールされたサポート対象の Cisco Unified IP電話モデル。サポート対象の IP電話モデ
ルは 8865、8845、7821です。

メモ：EOLステータスに達した電話モデルのサポートは終了しました。

URIダイヤリングの要件
• Unity Connectionは Cisco Unified Communications Managerの URIダイヤル対応バージョン
と統合されている必要があります。

• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerとの連携で URIダイヤルをサ
ポートしています。

• URI経由で直接ダイヤルするために、URI対応 IP電話 (89xxまたは 99xxシリーズ)または
Jabber/Webexを Cisco Unified Presenceサーバーと CUCMを使用して設定します。
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Cisco Fax Server統合の要件
• Cisco Fax Serverバージョン 10.x (2011年 5月までは Ciscoから入手可能)

• OpenText Fax Server、RightFax Edition、バージョン 10.x以降。

• Sagemcom Xmedius Fax SPバージョン 6.5.5。

Ciscoは 2011年 5月以降、Cisco Fax Serverバージョン 10.xの販売
を終了します。ただし、Cisco Fax Serverのサポートは 2014年 5
月まで継続します。Cisco Fax Serverの販売終了およびサポート終
了日の詳細については、次のリンク先を参照してください:
http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/unified-communications/unity/end_of_life_notice_c51-630608.html

（注）

LDAPディレクトリ統合の要件
•サポートされている LDAPディレクトリと統合された Unity Connection。表 3に、サポー
トされているディレクトリとサポートされているUnity Connectionバージョンを示します。

表の最後の列は、Unity Connectionが同期および認証のためにアクセスする LDAPディレ
クトリサーバが利用できなくなった場合に、バックアップとして機能する追加の LDAP
ディレクトリサーバの指定を LDAPディレクトリがサポートしているかどうかを示しま
す。

表 3 :同期と認証でサポートされる LDAPディレクトリ

冗長ディレクトリサーバをサポートしますサポート対象の LDAPディレクトリ

はいMicrosoft Active Directory 2019 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2019

はいMicrosoft Active Directory 2016 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2016

はいMicrosoft Active Directory 2012 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2012および Active
Directory 2012 R2

はいMicrosoft Active Directory 2008および Active
Directory 2008 R2
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冗長ディレクトリサーバをサポートしますサポート対象の LDAPディレクトリ

はいMicrosoft Active Directory 2008 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2003

はいMicrosoft Active Directoryアプリケーションモー
ド (Windows Server 2003およびWindows XP
Professional)

はいOpenLDAP 2.3.39および 2.4

はいその他の LDAPv3準拠ディレクトリ

はいSun iPlanetまたはその他の OpenLDAPディレ
クトリサーバ

いいえSun ONE Directory Server 5.2以降

• Active Directoryを使用している場合、単一の Unity Connectionサーバを複数のユーザ検索
ベースと統合できますが、すべてのユーザ検索ベースは同じActive Directoryフォレスト内
にある必要があります。 Unity Connectionを複数のフォレストと統合するには、フォレス
トごとに 1台のデジタルネットワーク Unity Connectionサーバをインストールする必要が
あります。

• Microsoft Active Directory 2008 Lightweight Directory Services用に Unity Connectionを設定す
る場合、Cisco Unity Connectionの管理で [Microsoft Active Directoryアプリケーションモー
ド]オプションを選択します。

• Novell e-Directory Services用に Unity Connectionを構成する場合、Cisco Unity Connectionの
管理で「Sun iPlanetまたは他の OpenLDAPディレクトリサーバのアプリケーションモー
ド」オプションを選択します。

• Sun iPlanetまたはONEディレクトリサーバを使用している場合、単一のUnity Connection
サーバを複数のユーザ検索ベースと統合できますが、すべてのユーザ検索ベースは同じツ

リー内になければなりません。 Unity Connectionを複数のツリーと統合するには、デジタ
ルでネットワーク化された Unity Connectionサーバをツリーごとに 1つインストールする
必要があります。

Unity Connectionクラスタの要件
システムが Unity Connectionクラスタ用に構成されている場合、以下のシナリオで要件がどの
ように変化するかを検討してください。
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両方のサーバが同じ建物またはサイトにインストールされている場合のクラスター要

件

•両方のサーバーは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
supported_platforms/b_14cucspl.htmlの「Cisco Unity Connection 14対応のプラットフォーム

リスト」に従った仕様を満たす必要があります。

• 2つの仮想マシンを持つクラスターの場合、両方が同じ仮想プラットフォームオーバーレ
イを持つ必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバを同じ場所に配置する必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバが同じローカルエリアネットワーク内にある必要がありま
す。

•両方の Unity Connectionサーバーは、ネットワークに対して少なくとも 100 Mbpsの Unity
Connectionを保持する必要があります。

•最大往復遅延時間は 5 ms以下でなければなりません。
•ネットワークは Unity Connectionサーバへの接続に次の負荷分散技術を使用する必要があ
ります。

• Unity Connectionサーバには、最初にパブリッシャサーバで共通の DNS名が割り当て
られます。

•すべてのユーザクライアントおよび管理者セッションはパブリッシャサーバに接続し
ます。パブリッシャサーバが機能を停止した場合、ユーザクライアントと管理者セッ

ションはサブスクライバーサーバに接続する必要があります。

•電話システムは、着信通話をサブスクライバーサーバにルーティングしようとしま
す。サブスクライバーのサーバ上に、着信に応答するためのボイスメッセージポー

トがない場合、電話システムは通話をパブリッシャのサーバにルーティングする必要

があります。

• Unity Connectionサーバーはファイアウォールで分離しないでください。
•両方の Unity Connectionサーバに同じソフトウェアと設計特殊バージョンがインストール
されている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで同じ機能と構成が有効になっている必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバは同じ電話システムに接続する必要があります。
• Unity ConnectionサーバにデュアルNICが含まれる場合、各Unity Connectionサーバの 2つ
の NICは単一の IPアドレスを使用してフォールトトレランスのために設定されるか、ま
たは NICの 1つを無効にする必要があります。ネットワーク負荷分散のために異なる IP
アドレスを持つ 2つの NICの設定はサポートされていません。

• Unity Connectionの以前のバージョンをサポートしている選択済みサーバーには、メモリ
のアップグレードが必要です。サーバーのメモリのアップグレードが必要かどうかを判断

するには、「Cisco Unity Connection 14対応プラットフォームリスト」で該当するサーバー
固有の表を参照してください。

Unity Connectionクラスタ機能は、SAML SSOの使用をサポートしていません。（注）
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両方のサーバが別の建物またはサイトにある場合のクラスター要件

•両方のサーバが Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリス

トの仕様を満たす必要があります https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html。

• 2つの仮想マシンを持つクラスタの場合、両方が同じ仮想プラットフォームオーバーレイ
を持つ必要があります。

•各 Unity Connectionサーバーの音声メッセージングポート数に応じて、接続のパスには、
定常状態のふくそうがなく、次の帯域幅が保証されている必要があります

•各サーバーの音声メッセージングポートが 50の場合：7 Mbps
•各サーバーの音声メッセージングポートが 100の場合：14 Mbps
•各サーバの 150ボイスメッセージポート - 21 Mbps
•各サーバの 200ボイスメッセージポート - 28 Mbps
•各サーバの 250ボイスメッセージポート - 35 Mbps

上記の帯域幅の数値は、2つのサーバ間の同期トラフィックに関して、アクティブ-アクティブ
クラスターの適切な動作を保証するためのガイドラインとして意図されています。ネットワー

クの混雑、CPU使用率、メッセージサイズなどの他の条件により、スループットが予想より
も低くなる可能性があります。呼制御と通話品質要件は、上記のガイドラインに加えて、

http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/unified-communication-system/index.htmlの該当す
る「Cisco Unified Communications SRND」に記載されている帯域幅の推奨事項を使用して計算
する必要があります。

（注）

•サブスクライバとパブリッシャの両方がコールに対応する場合、往復レイテンシの最大値
を、100 ms以下にする必要があります。パブリッシャのみがコールに対応し、サブスクリ
プションをアイドル状態にする一方で、パブリッシャとレプリケーションする場合は、往

復レイテンシの最大値を、150 ms以下にする必要があります。
•ネットワークは Unity Connectionサーバへの接続に次の負荷分散技術を使用する必要があ
ります。

• Unity Connectionサーバには、最初にパブリッシャサーバで共通の DNS名が割り当て
られます。

• Jabber、WebInboxなどのすべてのユーザクライアントおよび管理者セッションはパ
ブリッシャサーバに接続します。パブリッシャサーバが機能を停止した場合、ユーザ

クライアントと管理者セッションはサブスクライバーサーバに接続する必要がありま

す。
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•

フェールオーバーが起こり、Unity Connectionクラウドのパブリッ
シャノードが完全に停止していない場合、サブスクライバノード

がプライマリノードとなり、ユーザークライアント（Jabber、Web
受信トレイなど）がパブリッシャノードに継続して接続されま

す、ただし、クライアントを介したボイスメールへのアクセスで

遅延が発生する場合があります。この場合、管理者は、RTMTア
ラート「AutoFailbackInitiatedおよび AutoFailbackSucceeded」を設
定して、フェールオーバーのトラブルシューティングを行う必要

があります。これらのアラームの構成の詳細については、「Cisco
Unity Connection Release 14のアラームメッセージの定義」ガイド
を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/alarm_messages/14cucalrmmsgdef.html。前述し
た Cisco Unity Connectionのフェールオーバーのシナリオに対する
ユーザークライアント（Jabber、Web受信トレイなど）を介した
シームレスなボイスメールアクセス体験を実現するには、両方の

サーバーが個別の建物またはサイトにある場合、往復レイテンシ

の最大値が 5ms以下の Unity Connectionクラスタをデプロイする
ことが推奨されます。または、顧客は両方のサーバを同じ建物ま

たはサイトにインストールすることを計画する必要があります。

詳細については、Cisco Unity Connectionリリース 14向けシステム
要件ガイドの「同じ建物またはサイトで両方のサーバーをインス

トールする際のクラスタ要件」項を参照してください。

注意

•電話システムは、着信通話をサブスクライバーサーバにルーティングしようとしま
す。サブスクライバーのサーバ上に、着信に応答するためのボイスメッセージポー

トがない場合、電話システムは通話をパブリッシャのサーバにルーティングする必要

があります。

•ファイアウォールのTCPおよびUDPポートは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx.htmlの「Cisco Unity Connectionリリース

14向けセキュリティガイド」の「Cisco Unity接続が必要とする IP通信」章に記載されて
いるように開いている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバに同じソフトウェアと設計特殊バージョンがインストール
されている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで同じ機能と構成が有効になっている必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバは、同じタイムゾーンになるように構成する必要がありま
す。

•両方の Unity Connectionサーバは同じ電話システムに接続する必要があります。
• Unity ConnectionサーバにデュアルNICが含まれる場合、各Unity Connectionサーバの 2つ
の NICは単一の IPアドレスを使用してフォールトトレランスのために設定されるか、ま
たは NICの 1つを無効にする必要があります。ネットワーク負荷分散のために異なる IP
アドレスを持つ 2つの NICの設定はサポートされていません。
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•以前のバージョンの Unity Connectionでサポートされている選択済みサーバーの場合、メ
モリアップグレードまたは、ハードディスクの交換。サーバでメモリのアップグレードま

たはハードディスクの交換が必要かどうかを判断するには、 Cisco Unity Connection 14サ
ポートプラットフォームリストのサーバ別の該当する表を参照してください。

Unity Connectionクラスタ機能と SAML SSO機能の使用はサポートされていません。（注）

Unity Connectionネットワークの要件
Unity Connectionサーバーは、サイト内ネットワークを介して参加し、単一サイト（デジタル
ネットワークと呼ばれます）を形成することができます。サイトごとに最大 10の Unity
Connectionサーバーまたはクラスターを追加できます。さらに、合計で最大 20台の Unity
Connectionサーバが同じディレクトリ情報を共有するために、サイト間ネットワークを通じて
2つの Unity Connectionサイトをリンクできます。

あるいは、サイト間ネットワークを使用して、最大 10サーバからなる単一の Unity Connection
サイトを単一のCisco Unityサーバまたはデジタルネットワークとリンクすることができます。
(Unity Connectionクラスタでは、パブリッシャサーバのみがネットワークに参加するため、各
サイトの制限の 10に対して、クラスタは単一サーバとしてカウントされます。)

HTTPSネットワークは、HTTPS Unity Connectionネットワークと呼ばれる単一のサイトネット
ワークで最大 25台のUnity Connectionサーバまたはクラスターをリンクするために使用できま
す。

サイト内ネットワークの要件

サイト内ネットワークは SMTPを使用して、Unity Connectionサーバ間のディレクトリ同期と
メッセージネットワークを提供します。

Unity Connectionバージョン 11.xおよびバージョン 12.xサーバは、各サーバが『Cisco Unity
Connectionガイドのシステム要件』の該当するすべての要件を満たしている限り、同じサイト
に共存できます。

サイト内ネットワークには以下の要件があります。

•サイト内の各バージョン12.xサーバは、このドキュメントにリストされている該当するす
べての要件を満たす必要があります。

•サイト内の各サーバは、TCP/IPポート25 (SMTP)経由でサイト内の他のサーバに直接アク
セスできる必要があります。または、SMTPメッセージは SMTPスマートホスト経由で
サーバ間でルーティングされる必要があります。

•サイトに 1つまたは複数の Unity Connectionクラスタが含まれる場合、メッセージトラ
フィックがパブリッシャサーバーが停止したイベント内のクラスタサブスクライバサー

バーに到達するために、パブリッシャサーバーとサブスクライバサーバーの両方でクラス

タの SMTPドメインを解決するために利用できるスマートホストが必要です。
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•ネットワーク Unity Connectionサーバによって作成される仮想ディレクトリは、 Unity
Connectionのディレクトリオブジェクト制限。

サイト内ネットワークのすべてのノードにアクセスするための

SAMLSSO機能はサポートされていません。ローカル管理者だけ
が Unity Connectionのサイト内ネットワークを設定できます。

（注）

サイト間ネットワークの要件

サイト間ネットワークを使用して、1つのUnity Connectionサイトを別のUnity Connectionサイ
トにリンクすることができます。 Unity Connectionサイトを Cisco Unityサーバまたは Cisco
Unityデジタルネットワークにリンクするためにも使用できます。リンクされたサイトは、
Ciscoボイスメール組織と呼ばれます。

サイト間ネットワークには以下の要件があります。

• Ciscoボイスメール組織内の各 Unity Connectionサーバまたはクラスターは、バージョン
14である必要があり、このドキュメントにリストされている該当するすべての要件を満た
す必要があります。

•各 Unity Connectionサイトは、サイト内ネットワークの要件で一覧されている要件を満た
す必要があります。

仮想サーバおよび追加する必要があるメモリの仕様の詳細については、 Cisco Unity Connection

14対応プラットフォームのリストを参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html。

•ネットワークサイトによって作成される仮想ディレクトリは、 Unity Connectionのディレ
クトリオブジェクト制限。

•サイト間ネットワークは、最大で 2つのサイトをリンクするために使用できます。 (1つ
のサイトに複数のサイト間リンクを追加する機能には対応していません。)

サイト間ネットワークのすべてのノードにアクセスするための SAML SSO機能はサポートさ
れていません。ローカル管理者だけが Unity Connectionのサイト間ネットワークを設定できま
す。

（注）

HTTPSネットワーキングの要件
HTTPSネットワークを使用して、1つまたは複数の Unity Connectionサーバまたはクラスター
をリンクし、ハブスポークトポロジに基づいて適切に接続されたネットワークを形成すること

ができます。ネットワークで結合されたサーバはロケーションと呼ばれます (Unity Connection
クラスターはネットワーク内の 1つのロケーションとしてカウントされます)。ネットワーク
内では、各ロケーションはHTTPまたはHTTPSを使用してディレクトリ情報を交換し、SMTP
を使用して音声メッセージを相互に交換します。
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HTTPSネットワークには次の要件があります。

• HTTPSネットワーク内の各 Unity Connectionサーバまたはクラスターは、バージョン 10.x
以降である必要があり、このドキュメントにリストされている該当するすべての要件を満

たす必要があります。

•ネットワーク内の各サーバは IPアドレス指定可能であり、ポート 8081の HTTPまたは
ポート 8444の HTTPSを使用してディレクトリ情報を交換できる必要があります。

•ネットワーク内のサーバは、TCP/IPポート25またはSMTPスマートホスト経由で、SMTP
メッセージをネットワーク内の他のサーバにルーティングできる必要があります。

•ネットワークに 1つ以上のUnity Connectionクラスタが含まれている場合、パブリッシャ
サーバーとサブスクライバサーバーの両方への利用可能なスマートホストを設定して、

SMTPドメインを解決する必要があります。これにより、パブリッシャサーバーがダウン
したときに、メッセージトラフィックをサブスクライバサーバーに迂回させることができ

ます。

•ネットワーク上の Unity Connectionサーバによって作成される仮想ディレクトリは、表 5
: HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限および表 6 :
HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限Unity Connection
のディレクトリオブジェクト制限セクションを参照してください。

• HTTPSネットワーキングは、最大 25の Unity Connectionロケーションをリンクするため
に使用できます。

• HTTPSネットワークは、シングルサイトネットワークのみをサポートします。 (ネット
ワーク内の複数の Unity Connectionサイトの接続はサポートされていません。)

• HTTPSネットワークはサイト内またはサイト間ネットワークではサポートされていませ
ん。

HTTPSネットワーキングは、Cisco Business Editionバージョン
3000での使用をサポートしていません。HTTPSネットワーキン
グを使用する前に、サイト内またはサイト間ネットワークでディ

レクトリ複製が適切に行われていることを確認してください。ま

た、Unity Connectionサーバはトポロジとディレクトリサイズに
従って適切な OVAを使用している必要があります。

（注）

HTTPSネットワーキングのすべてのノードにアクセスするための
SAMLSSO機能はサポートされていません。ローカル管理者だけ
が Unity Connectionで HTTPSネットワークを設定できます。

（注）
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セキュリティアサーションマークアップ言語シングルサインオン

(SAML SSO)を使用するための要件
SAML SSOにより、ユーザーは Unity Connectionサブスクライバのウェブインターフェイスお
よび次の Unified Communication製品の管理Webアプリケーション全体で、シングルサインオ
ンアクセスを取得できます。

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified IM/Presence

• Cisco Unified Communications OSの管理

• Disaster Recovery System

SAML SSO経由のWebアプリケーションページへのアクセスに関する詳細は、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/quick_start/guide/b_
14cucqssamlsso.htmlの「Cisco Unity Connectionの SAML SSO向けクイックスタートガイド、
リリース 14」を参照してください。

SAML SSO機能には次のサードパーティアプリケーションが必要です:

• LDAPディレクトリ。

• IDプロバイダはエンドユーザを認証し、SAMLアサーションを返します。 SAMLアサー
ションで [はい]（認証済み）または [いいえ]（認証失敗）の応答が表示されます。エンド
ユーザがユーザ名とパスワードを入力すると、ユーザ資格情報が IDプロバイダで認証さ
れます。これにより、さらにUnity Connectionサーバ上のウェブアプリケーションへのア
クセスが可能になります。

現在サポートされている IDプロバイダの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlの「Cisco Unified Communicationsアプリケーション向

け SAML SSO導入ガイド」の「SAMLベース SSOソリューション」章を参照してくださ
い。

• Cisco Unity Connectionの管理から SAML SSO機能を有効にするには、Unity Connectionに
管理者権限を持つ LDAPユーザが少なくとも 1人いることを確認してください。

Unity Connectionは SAML SSO機能のために SAML 2.0プロトコ
ルをサポートします。

（注）

上記のサードパーティ製品は、以下の構成要件を満たす必要があります。

• Active Directoryドメインコントローラー/グローバルカタログサーバおよびActive Directory
フェデレーションサービス (ADFS)は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想
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環境にインストールできます。 (Ciscoは IDプロバイダとして機能する DC/ GCまたは
ADFSのテクニカルサポートを提供しません)。

•使用している IDプロバイダは、Unity Connectionなどのすべてのクライアントシステム
に、ネットワーク上のホスト名によってアクセス可能である必要があります。

• SAML SSOに参加するすべてのエンティティの時計は同期されている必要があります。

上記の製品の詳細については、サードパーティ製品のマニュアルを参照してください。

Unity Connectionの IPアドレス構成のみでは、SAML SSOはサポートされないため、Unity
Connectionでドメインネームサーバー（DNS）が構成されていることを確認します。

（注）

Unity Connection 14で現在サポートされているすべてのウェブブラウザは、ウェブクライアン
トアプリケーションへの SAML SSOアクセスを許可します。

VPIMネットワーキングの要件
Unity Connectionは、他のメッセージングシステムとの音声またはテキストメッセージの交換
が許可される Voice Profile for Internet Mail（VPIM）バージョン 2をサポートします。

VPIMネットワークは、Unity Connectionと次のメッセージングシステムの間のメッセージネッ
トワークを提供するために使用できます。

• Unity Connection 14、12.x、11.xおよび 10.x。

•インターネット RFC 3801で定義されているように、VPIMバージョン 2プロトコルをサ
ポートするサードパーティのボイスメッセージシステム。

Cisco Business Editionの Unity Connection、Unity Connectionの VPIMの使用については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/networking/guide/b_14cucnetx.html
の「Cisco Unity Connection向けネットワーキングガイド、リリース 14」の「VPIMネットワー
キング」章を参照してください。

プロビジョニングアプリケーションを使用するための要件

サポートされているプロビジョニングアプリケーション:

• Unimax SecondNatureバージョン 6.8 B0以降。

ソフトウェアのプロビジョニングに必要なテクニカルサポートやトラブルシューティングは、

製造元から受ける必要があります。 Ciscoは Unity Connectionアプリケーションに関するのみ
テクニカルサポートを提供する責任があります。
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Unity Connection 10.xからバージョン 14に移行するための要件
移行中は、ユーザデータと、オプションでボイスメッセージのみが保持されます。システム

レベルの構成データ (例えば、テンプレートやサービスクラス)は手動で構成する必要がありま
す。

Unity Connection 14の要件はUnity Connection 10.xの要件とは異なります。 Cisco TACのサポー
トを受けるには、システムが Unity Connection 14の要件を満たす必要があります。

注意

Unity Connectionバージョン 10.xから 14への移行には次の要件があります。

•このドキュメントに記載されている、該当するすべての要件。
• Unity Connectionでの使用がサポートされており、特にメモリとプロセッサ速度が Unity

Connection 14仕様を満たすサーバ。各サーバの仕様を含む、サポートされている Unity
Connectionサーバの詳細については、Cisco Unity Connection 14サポートプラットフォーム

のリスト を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/supported_platforms/b_14cucspl.html。

サポートされていないプラットフォームにバージョン 14をインストールしようとする場合、
Unity Connectionはインストールプログラムの [製品展開の選択]ウィンドウのオプションとし
て表示されません。

注意

仮想マシンに Unity Connectionをインストールするための要件
Unity Connectionがインストールされているのと同じ物理サーバに他の Cisco Unified
Communicationsアプリケーションをインストールする方法については、Unified Communications
Virtualization wiki (
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unity-connection.html)
を参照してください。

•物理サーバでUnity Connectionを実行していて、Unity Connection 14に移行したい場合、物
理サーバから仮想サーバに移行する必要があります。物理Unity ConnectionサーバはUnity
Connection 14での使用をサポートしていないためです。

• Unity Connectionの仕様を満たし、仮想環境での使用がサポートされている物理的なホス
ト。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.htmlの「Cisco Unity Connection 14対応プラットフォームリスト」を参照してくだ
さい。

• Unity Connection仮想マシンが実行されるホストサーバーにインストールされた VMware
vSphere ESXiバージョン 5.0アップデート 1、5.5、6.0、6.5、6.5アップデート 2および 6.7
の該当するエディション。
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• ESXiバージョン 5.0 Update 1、5.5、6.0、6.5、6.5 Update 2お
よび 6.7への更新がサポートされています。

• Unity Connection 14は、最小VMハードウェアバージョン 17
で ESXiバージョン 7.0 U1をサポートします。

（注）

• 300GBおよび 500GBの vDiskをサポートする VMware構成の場合：Unity Connection仮想
マシンが存在するデータストアは、Unity Connection仮想マシンの仮想ハードディスクの
目的のサイズに対応できる十分な大きさのVMware VMFSブロックサイズでフォーマット
されている必要があります。たとえば、1MBのブロックサイズは、最大仮想ハードディ
スクサイズを 256GBに制限します。 2MBのブロックサイズは 512GBの仮想ディスクを
許可します。

• Unity Connection 8.0 (2)以降は、Cisco、HP、および IBMの仕様ベースのハードウェアで実
行できます。ただし、いくつかの制限が適用されます。詳細は
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
を参照してください。

•仮想アプライアンスとしてUnity Connectionを実行しているサーバ上の入力/出力デバイス
のサポートが強化され、FCoEおよび Ciscoコンバージドネットワークアダプターが含ま
れるようになりました。詳細は
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
を参照してください。

• Unity Connection 8.0 (2)以降は、一部の制限はありますが、FC、FCOE、iSCSI、NFS SAN
環境をサポートしています。詳細は
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
を参照してください。

• Unity Connectionでサポートされている VMware機能のリストは、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
を参照してください。

• USBキーへのアクセスはサポートされていません。
•プロセッサとメモリのオーバーサブスクライブはサポートされていません。
• VMware vSphere ESXi 5.1以前では、VMware ESXiハイパーバイザー/スケジューラで少な
くとも 1つのプロセッサコアが使用可能である必要があります。

• VMware vSphere ESXi 5.5以降では、仮想マシンの遅延を減らすための遅延感度機能が含ま
れています。遅延感度の値が高く設定されている場合、ESXiハイパーバイザー/スケジュー
ラの未使用のプロセッサコアを残す必要はありません。

• Unity Connection仮想マシンに割り当てるすべての仮想ディスクは、最高のストレージパ
フォーマンスを提供する独立永続モードで構成する必要があります。

•ネットワークタイムプロトコル (NTP)サーバはUnity Connectionサーバにアクセス可能で
ある必要があります。

• Unity Connectionクラスタを構成する場合、1つの物理サーバと 1つの仮想マシン、または
2つの仮想マシンにUnity Connectionをインストールできますが、2つの仮想マシンは別々
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の物理ホストにある必要があります。ブレードをホストとして使用する場合、ブレードを

別のシャシー上に置くことを推奨します。

• CPUでハイパースレッディング機能が利用できる場合、論理コアを作成するためにこの機
能を有効にする必要があります。ただし物理コアは、論理コアから vcpuではなく、物理
コアから vcpuへの 1:1マッピングをベースにした Unity Connectionルールを変更しませ
ん。

Unity Connectionのディレクトリオブジェクト制限
このセクションには、ディレクトリオブジェクトの制限を一覧表示する2つの表が含まれてい
ます。

表 4 : Unity Connectionサーバのディレクトリオブジェクトの制限は Unity Connectionサーバ上
で作成できる特定のオブジェクトの最大数を示しています。これらのオブジェクトについて

は、サーバが使用しているプラットフォームオーバーレイに関係なく、制限が適用されます。

レガシー（サイト内またはサイト間ネットワーキング）または HTTPSネットワークを使用し
て、Unity Connectionサーバーに接続している場合、表 4 : Unity Connectionサーバのディレク
トリオブジェクトの制限の制限が、サイトまたは組織の各Unity Connectionサーバー適用され
ます。

表 4は、ネットワークに接続された Unity Connectionサーバが作成した仮想ディレクトリに適
用されます。 Unity Connectionサーバーがサイト内ネットワークを使用してネットワークに接
続されている場合、ロケーション間のレプリケーションにより、各ロケーションをホームとす

るユーザー、管理者定義の連絡先、システム分散リスト、パーティション、サーチスペース、

およびVPIMロケーションと、ロケーション自体に関するデータで構成される仮想ディレクト
リが作成されます。サーバーがサイト内ネットワークを使用してネットワークに接続されてい

る場合、各サーバーの仮想ディレクトリは、両サイトのシステム分散リスト、パーティショ

ン、サーチスペースおよびローカルサイトのVPIMロケーションに加えて、両サイトのすべて
のユーザー、サーバーが属するサイトの管理者定義の連絡先で構成されます。

表 5 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限および表 6 :
HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限は、HTTPSネットワー
クで接続された Unity Connectionサーバにより作成された仮想ディレクトリに適用されます。
Unity Connectionサーバーが、HTTPSネットワークを使用してリンクされている場合、ロケー
ション間のレプリケーションは、各ロケーションをホームとするユーザー、管理者定義の連絡

先、システム分散リスト、パーティション、サーチスペース、VPIMロケーションおよびVPIM
連絡先に加え、ロケーション自体に関するデータで構成されている仮想ディレクトリを作成し

ます。プラットフォームオーバーレイに依存するその他のオブジェクトのディレクトリオブ

ジェクト制限は、 Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリスト
に記載されています https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_
platforms/b_14cucspl.html。
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表 4 : Unity Connectionサーバのディレクトリオブジェクトの制限

Unity Connectionの制限ディレクトリオブジェクト

3.000サービスクラス

40,000コールハンドラ

1,200通話ルーティングルール

5メールボックスストア

2000スペースを検索

2000パーティション

100VPIMロケーション

表 4の制限は、ネットワークが 2つのロケーションのみで構成されているかどうか、またはサ
ポートされているロケーションの最大数に関係なく、サイト全体または Ciscoボイスメール組
織に適用されます。 (たとえば、Unity Connectionバージョン 12.xで、個々のサーバプラット
フォームが制限をサポートしている場合、1つのサイトにそれぞれ 10,000人のUnity Connection
ユーザがいる場合に 10個のロケーション、または 2つのサイトにそれぞれ 5,000人の Unity
Connectionユーザがいる場合に 20個のロケーションを持つことができます。)

20,000人のユーザーをサポートする仮想プラットフォームオーバーレイを使用するロケーショ
ンを前提とした場合、表 5 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェク
ト制限の制限は、ネットワーク全体に適用されます。

表 5 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限

Unity Connectionの制限ディレクトリオブジェクト

25 1Connectionロケーション

100VPIMロケーション

100,000システム配信リスト

25,000システム分散リストごとのメンバー

150万すべてのシステム配信リストにおける配信リス

トメンバーの総数

20配信リスト内のネストされたリスト

10,000*パーティション

1 HTTPSネットワークで接続できるUnity Connectionロケーションの制限は、表 6 : HTTPS
Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限
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単一サイトで 2000以上のサーチスペースとパーティションを使用している場合、以下のアク
ティビティの速度が低下します。

•システム管理でのサーチスペースの検索が遅くなります
•サーチスペースの変更と保存には 6分以上かかります。
•検索スペースの変更/保存/並べ替えは、サイト全体で複製するのに最大20分かかる場合が
あります。

（注）

表 6 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限は、さまざまな
プラットフォームのオーバーレイでサポートされる、HTTPSネットワーク内の特定のオブジェ
クトの最大数を示しています。表に記載されている制限は、ネットワーク内のすべての Unity
Connectionロケーションが同じプラットフォームオーバーレイであると想定して、ネットワー
クに適用されます。

表 6 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限

最大 20,000ユー
ザ用の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大 10,000ユー
ザ用の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大 5,000ユー
ザ用の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

仮想

以下が対象のプ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大 1,000

ユーザ（Users）

2510103ネットワーク内の接続ロ

ケーション

5331HTTPSリンクメモ

20,00010,00050001000Unity Connectionローカル
ユーザ

80,00040,00035,0009000リモートユーザー

150,00030,00020,000-連絡先(管理者定義および
VPIM連絡先)
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ネットワークのスポークロケーションとして 1vCPUサーバに接続する必要があります。

• 1vCPUサーバはネットワークのハブとして接続できません。

HTTPSネットワークでサポートされるUnity Connectionロケーションの最大数は、次の基準に
基づいて決定されます。

• HTTPSネットワークの深さは第 2レベルに達します。

•ネットワークで使用されるサーバは、同じ仮想プラットフォームオーバーレイのもので
す。

•各ロケーションでサポートされている HTTPSリンクは、表 6 : HTTPS Unity Connection
ネットワークのディレクトリオブジェクト制限。

•最大 25のロケーションをネットワークに接続できます。

（注）

たとえば、HTTPSネットワークが 2vCPUサーバーのみで作成され、各ロケーションが最大 3
つの HTTPSリンクをサポートする場合、ネットワークには最大で10ロケーションを接続でき
ます。同様に、HTTPSネットワークでサポートされるUnity Connectionロケーションの数は、
サーバが使用する他の仮想プラットフォームオーバーレイに対しても計算されます。

HTTPSネットワークは、以下の考慮事項に基づいて、異なるプラットフォームオーバーレイ
を組み合わせて作成できます。

• HTTPSネットワークで接続できるロケーションの数は、ネットワークで使用される最高
のプラットフォームオーバーレイによって決まります。

•ディレクトリのサイズは、ネットワークで使用される最も低いプラットフォームオーバー
レイによって異なります。

（注）

Unity Connectionコンポーネントで利用可能な言語

言語はライセンスされておらず、Unity Connectionはインストールして使用できる言語の数に
制限を設けません。ただし、インストールする言語の数が多いほど、ボイスメッセージを保存

するためのハードディスクの空き容量が少なくなります。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlの「Cisco Unity Connection 14対

応プラットフォームリスト」に記載されている各サーバーで利用可能なストレージの時間（分）

に関する情報は、5つ以上の言語をインストールしないという前提です。

（注）

このセクションでは、Unity Connectionコンポーネントで利用できる言語を一覧表示します。
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Cisco Personal Communications Assistant (PCA)

アラビア語-サウジアラビア、カタロニア語、中国語-香港、中国語-PRC、中国語-台湾、チェコ
語、デンマーク語、オランダ語-オランダ、英語-米国、フィンランド語、フランス語-カナダ、
フランス語-フランス、ドイツ語、ギリシャ語、ヘブライ語、ハンガリー語、イタリア語、日
本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語(ブラジル)、ポルトガル語(ヨー
ロッパ)、ロシア語、スペイン語(南米)、スペイン語(スペイン)、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Personal Communications Assistant (PCA)ヘルプ

アラビア語-サウジアラビア、中国語-PRC、中国語-台湾、チェコ語、デンマーク語、オランダ
語-オランダ、英語-米国、フランス語-カナダ、フランス語-フランス、ドイツ語、ハンガリー
語、イタリア語、日本語、韓国語、ポーランド語、ポルトガル語-ブラジル、ロシア語、スペ
イン語-南米、スペイン語-スペイン、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Unity Connection管理

英語-米国、日本語

Cisco Unity Connection管理ヘルプ

英語（アメリカ）

Cisco ViewMail for Microsoft Outlook 12.0以降

アラビア語-サウジアラビア、カタロニア語、中国語-香港、中国語-PRC、中国語-台湾、チェコ
語、デンマーク語、オランダ語-オランダ、フィンランド語、フランス語-カナダ、フランス語
-フランス、ドイツ語、ギリシャ語、ヘブライ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国
語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語(ブラジル)、ポルトガル語(ヨーロッパ)、ロ
シア語、スペイン語(南米)、スペイン語(スペイン)、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Unity Connectionウェブ受信箱

カタロニア語、中国語-香港、中国語-PRC、中国語-台湾、チェコ語、デンマーク語、オランダ
語-オランダ、英語-米国、フィンランド語、フランス語-カナダ、フランス語-フランス、ドイ
ツ語、ギリシャ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド

語、ポルトガル語(ブラジル)、ポルトガル語(ヨーロッパ)、ロシア語、スペイン語(南米)、スペ
イン語(スペイン)、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Unity Connection Miniウェブ受信箱

英語（アメリカ）

テキスト読み上げエンジン

アラビア語-サウジアラビア、中国語-PRC、カタルーニャ語、中国語-香港、中国語-台湾、チェ
コ語、デンマーク語、オランダ語-オランダ、英語-オーストラリア、英語-米国、英語-英国、
フィンランド語、フランス語-カナダ、フランス語-フランス、ドイツ語、ハンガリー語、イタ
リア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語-ブラジル、ポルトガ
ル語-ヨーロッパ、ロシア語、スペイン語-ラテンアメリカ、スペイン語-スペイン、スウェーデ
ン語、トルコ語、ヘブライ語。

Cisco SpeechViewの議事録サービス
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英語-オーストラリア、英語-米国、英語-英国、フランス語-カナダ、フランス語-フランス、ド
イツ語、スペイン語-中南米、スペイン語-スペイン、イタリア語。

音声認識エンジン

英語（アメリカ）

管理者/インストーラ向けの製品マニュアル

英語-米国、日本語

エンドユーザ向けの製品ドキュメント

中国語-PRC、中国語-台湾、デンマーク語、オランダ語-オランダ、英語-米国、フランス語-フ
ランス、ドイツ語、イタリア語、日本語、韓国語、ポルトガル語-ブラジル、ロシア語、スペ
イン語-ラテンアメリカ、スペイン語-スペイン、スウェーデン語

Cisco Unity Connectionユーザガイド 5部の翻訳版は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/tsd_products_support_translated_end_user_guides_list.html
で入手できます。

サポートされている言語の数字およびアルファベットコード

一括管理ツールと CSVファイルを使用してユーザを作成または更新する場合は、表 7 : Unity
Connectionでサポートされる言語のコードの数字コードを使用します。各ユーザの [言語]列
に、適切な 4桁または 5桁の数字を入力します。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlの「Cisco Unity

Connection向けシステムアドミニストレーションガイド、リリース14」の「一括管理ツール」
章を参照してください。

言語関連のログエントリとエラーコードを解釈するために、アルファベットコードを使用しま

す。

表 7 : Unity Connectionでサポートされる言語のコード

アルファベットコード数値コード言語

ARA1025アラビア語-サウジアラビア

CAT1027カタロニア語

ZHH3076中国語（香港）

CHS2052中国語-PRC

CHT1028中国語-台湾

CSY1029チェコ語

DAN1030デンマーク語

NLD1043オランダ語-オランダ
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag/b_14cucsag_appendix_010100.html


アルファベットコード数値コード言語

ENA3081英語（オーストラリア）

ENG2057英語-英国

ENU1033英語（アメリカ）

ENX33801英語 TTY/TDD-米国

FIN1035フィンランド語

FRC3084フランス語（カナダ）

FRA1036フランス語-フランス

DEU1031ドイツ語

エル1032ギリシャ語

HEB1037ヘブライ語

フン1038ハンガリー語

ITA1040イタリア語

日本語1041日本語

KOR1042韓国語

NOR1044ノルウェー語

PLK1045ポーランド語

PTB1046ポルトガル語（ブラジル）

PTG2070ポルトガル語-ヨーロッパ

RUS1049ロシア語

ESO9226スペイン語-ラテンアメリカ

ESP1034スペイン語（スペイン）

SVE1053スウェーデン語

TRK1055トルコ語

Ciscoおよび Ciscoロゴは、シスコまたはその関連会社の米国およびその他の国における商標

または登録商標です。 Ciscoの商標の一覧を表示するには、次の URLに移動してください:

www.cisco.com/go/trademarks記載されているサードパーティの商標は、それぞれの所有者に帰
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属します。「パートナー」という用語の使用はシスコと他社との間のパートナーシップ関係を

意味するものではありません。 (1110R)

� 定型� このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび

電話番号を示すものではありません。 � 定型� マニュアル内の例、コマンド出力、ネットワー

クトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に

実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶

然の一致によるものです。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


